
  
  土性や地下水位がアサクラサンショウの枯死に及ぼす影響

  誌名 兵庫県立農林水産技術総合センター研究報告. 農業編
ISSN 13477722
著者名 松浦,克彦

青山,喜典
発行元 兵庫県立農林水産技術総合センター
巻/号 59号
巻号補足
掲載ページ p. 13-18
発行年月 2011年3月

    
農林水産省 農林水産技術会議事務局筑波産学連携支援センター
Tsukuba Business-Academia Cooperation Support Center, Agriculture, Forestry and Fisheries Research Council
Secretariat

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)



兵JIlt践校総セ liJfi世 (農~) Bull. Hyogo Pre. Tech. Cent. Agr. Forest. Fish. (Agriculture) 59， 13-18 (2011)(論文〕

土性や地下水位がアサクラサンショウの枯死に及ぼす影響

松浦克彦事・青山喜典本事

要約

兵庫県北部地域の特産物で、あるアサクラサンショウは近年，県内のr4.l山IBJ地域や水111転換図に多

く植松されたーしかし，納栽後 2~3 年で、枯れたり ， 5年以上で、も突然枯れてしまい，生産拡大の

F1江主主となっていた そこで，アサクラサンショウの枯死原|却をrljjらかにするために，土性や地下水

位と枯死の関係について検討した.

l 鉢植えの晴土を水[{I土主体(埴筑よ)と真I1少J:主体(砂抜二l二)で比較すると，植え付け l年自

( 2年生)では枯死守fに大きな完は!pr，かったが，2 il ・ I~I (3年生)になると水111土を主体とした

方が明らかに真砂土を主体とした場合よ句枯死率が高くなった

2 地捕えの場合， 枯死が発生する11寺邦lは概ね1'flfmWj後半(7 )oJ下旬)

であった

と秋雨期後半(9月下旬)

3 地植えでは地 F水位が高いほど枯死率がfJJJく，

多く発51ーする傾向がみられた.

また十点化lI~iJUJも早く梅雨Jりl後年.(7 J-J下旬)に

Effect of Soil Texture and the Groundwater Table on the Mortality Rate of Japanese 

Pepper'Asakura Sanshou' (Zanthoxylum pipel'itum DC. var.inel・meMakino) Trees 

Katsuhiko MATSUURA and Yoshinori AOYAMA 

Summary 

Recently， many Japanese pepper 'Asakura Sanshou' (Zanthoxylum piperitlLm DC. var. inerme Makino) 
trees have been planted in inte1'mediate mountainous dist1'icts and fields that had been conve1'ted f1'om 
paddy fields in the no1'thern pa1't of Hyogo p1'efectu1'e. Howeve1'， most of the t1'ees died a氏e1'a few years 
or died suddenly after白veyea1's 01' mo1'e. We investigated the 1'elationships between soil textu1'e or 
groundwate1' table and the t1'ee mo1'tality rate in o1'der to solve the abovementioned p1'oblem 
(]) Although fo1' two-yea1'-old t1'ees the mo1'taIity 1'ate of t1'ees g1'own in pots in paddy soil (clay loam) 
was similar to that of trees g1'own in Masa soil (sandy loam)， fo1' th1'ee-y巴a1'-oldtrees， the mo1'tality 
rate of trees grown in paddy soil was higher than that fo1' t1'ees g1'own in Masa soil. 
(2) Mo1'tality occurred in the latte1' half of the summe1' rainy season 01' the autumn 1'ainy season 
(3) A highe1' g1'oundwate1' level led to inc1'eas巴d mortality and hastened the timing 
mo1'tality to the latter half of the SUI11Jller rainy season 

キーワード:アサクラサンショウ、枯死宅地下水位電土性
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緒言

アサクラサンショウは本以北部地域の特産品で‘あり

2011年l月111=1受理

*兵庫県立農林水産技術総合センター北部農業技術センター

**兵庫県立民林水産技術総合センター農業技術センター

長父市八JJ!iIIIJ~Oj 倉が発祥とされている.江戸 中後 WJ

(1730 -1852{1:.頃) に朝倉氏のチ孫が江戸幕府に献上し

た記録 "' があるほどで，当 H~jーか ら有名であった ことがう

かがわれる.アサク ラサンショウはヤマザンショウなと

にみられるようなWIJが新梢になく，房が大きく生産性で

あるのが特徴である '¥
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アサクラサンショウを合むサンショウの松明TfiiWは平

成17ifJ:irの統計 "によると，全国で、233ha，JUIII l'f¥では

23.7haで不[J歌山県についで全11¥/2位であるが，l/:.陀与;は

企図第51立て..J!<. :1:;¥，: T lii獄の;iiリりにj.i:I.記がやや少ない.

アサ クラサン ショウの止尖(未熟思)はニiニに1m煮など

に利用され，サンショウは小粒で、もピリリと半いといわ

れるように手I床成分を多く合み，1:辿 ilj ，干IJ}示，日/~!J l なと

の薬J11¥効果があるとされる」 ー

アサクラサンショウは13告による心配が1W，く， Kt庁科-
J:lliも比較的楽である こと から，近年，県内の 1/.1山/I¥J地域

や水LU'It2換/，:11に多く納栽された. しかし. M~x. l灸 2 ~ 3 .f 1 :.

て'111iれたり. 5{I'. .I-:JJーでも尖然十I~i れてし まうことがよく

あ り L/:. J<"G:拡大の!日~ ii ~: と な っ ていた.サン シ ョ ウの倒 の

近くで歌ったり，失ったりするとおJが枯れると 言われ，

サンショウが片から十，Ii死しやすいことが知lられていたと

11(0奈される. しかしもli必の本当の J~(/blについては，似併

が浅く環境変化によるストレスに引し、こと ¥ あるいは

主禁過多や:/:.肢の)ili気性などがflJ能性として指摘されて

いるが詳しいことは不明である.

そこで，本総ではアサクラサンショウの411i死EillEIをiり]

らかにするために. J '. tl:や JÚl -ド;J( f立 に ~~i一 日し ， 五:ι/ ..:の 主1 1

見が何られたのでドli告する白

材料及び方法

1 土性と枯死の関係

兵庫県立農林水産JJH村総合センター北部農業技術セン

ター内に1996. 1997年の3月にアサ クラサンショウの l

千「一生引を容量20しの鉢に捕え付けた (lz:Jl). j'Fiの台木は

ヤマザンショウで，士長二Lは;j(I-EI 13:で水旧土(埴lJUJ

Jti肥:t:::"ートモス=7・2: 1 (谷fj'i比).真砂、二仁|支で真砂

:1:: (砂抗こu よ佐肥 :ビ ー トモス =7: 2 : 1 (容積比)
とした.また，いずれの!ヌともIfi土100Lに対し，昔ゴ

利灰60g.1.1ト成リン]Jl':50g，uliかす30gを1JIIえた. 泊二JJ(は

タイマー式自動itlドノjく装置に より11:11，2四千]い程水音j

は 1IITlにつきがJ4しとした.{!日えした私tV:I:はイr次や{ヌに
よって呉なり， 7 -23樹であった 佑犯の制託は，1996， 

1997. 1998年の101J 中旬に行い，著 しい業の貰化終業と

校が乾燥;1J'::îL~ にある樹を木li死とした(図2) .

拾三/.のご:t/.l分布を調べるために， 1996年11月14に採ニ/..

1~~: をfIJい. 0-5cm， 5-10cm， 10-15cmの深さで各区 21f

ずっこI:: J，J~ をサンプリング し た 採取した.十日4の回相手，

i夜中日ネ，気相誌を調査した.落葉後に新梢長と節数を調

査した.

2 地下水位と枯死の関係

1996年および1997:1/ょ3月に当センター内の来初回にい

凶 1 H，"t¥U去の状況 1z./2 十IIi11砂l

/::</3 1也他えの;1)よ況

地下水位ー+

1z./4 地下水位の測定法

ずれの年もアサ クラサ ンショウ1年生前(ヤマザン ショ

ウ台)を54樹納え付けた(図3).栽植はi点さ30cm程度

の畝をたて，株間1.5m，ダIWIJ3mの291Jで'M.え付け，翌年

は隣に同様の間隔で27f針を l列植え付けたーほj易にはな

だらかなftfi主:1があり，相JJ"IJは斜面の上下方向とした.

地下水位区は. (J.場の傾斜を利則して設定した すな

わちl樹J"IJを3等分 し、 封印IJの上から低地下水位灰、 '-¥.1地
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土淡の三村|分布

柏え付けi年目の秋に採取した土撲の三相分布につい

てみると，いずれの区とも困相率は調査した採さにあま

り影響されず， 40%程度であった 一方 夜中日本と気相

率は両区で大きく呉なり，水田12?で、はi夜中目率が真砂ゴニ区

よりもかなり高く， 気相率では逆の結果となった さら

に，いずれの区とも調査位置が深くなるほど気相率が低

<.夜中目率が高くなる{頃j"I:iJがみられた (1到5，6) 

(3) 性育の比較

2年生(植え付けl年同)の新梢伸長についてみると，

平均新梢長，総新梢Rとも両区に明らかな差は認められ

なかった. 3年生(植え付け2i!三日)では，水EFl区の平均

新梢長ヤ総新梢長が真砂土区よりも明らかに長くなった

(表2).

2 地下水位と枯死の関係

降水量と地下水位の変動

両年とも地下水位は降水量に影響され，降水量が多く

なると，明らかに地下;J(fil:が上昇した.ただし，降雨が

地下水位ーと I~-$水 i去 の:j!íi移 (1 997年)図8

(2) 

地下水位一と降水量の推移 (1996年)

下水位l丘、 高地下水位区とした. 1也1;水位:を測定するた

めに，低地下水位l実と高地下水位12:の中央付近に図4に

示す管を設置し，遡に2，3団地下水位を測定した.また，

8 日 ~54 円間隔で，裳の寅化・落葉程度を調査し，ー・

健全，土 : 3震が20~30程度%賞化，十: 若 しい業の焚化

落葉(枯死)とした.

図7

結

土性と枯死の関係

枯死率の権移

2年生(植え付けI年目)の枯死率は1996年で1ま，真砂

土区が26.1%で水田区の17.4%よりもやや寓くなったが，

1997年ではいずれの区とも71.4%とかなり高く枯死率に

差がみられなかった 一方， 3ij:o生(植え付け2年目)の

場合，1997年で、は真砂こ1.区で十l甘死樹がみられなかったの

に対し，水田1:8:では50.0%とかなり高くなった. 1998年

の調査でも水田区の枯死率が真砂土区をかなりJ-.liJlって

(表1).

果
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土性が鉢梢えのアサクラサンショウの新精伸長に及ぼす影響

-----.3主生-
1997年
15.7 
585 
11.7 
m 

2iIと丘_='___ __  3 千五 ~I，
1996年 1997年 1997年 1998年
739% (17) 0 % ( 0) 0 % (0) 0 % ( 0) 
8.7 (2) 28.6 (2) 50.0 (6) 83 (0) 
l7.4 (4) 71.4 (5) 50.0 (51 91.7 (l1) 
47.8 (11) 0 (0) 143 (1) 66.7 (8) 
2ι1 (6) 28.6 (2) 85.7 (6) 0 (0) 
26.1 (5) 71.4 (5) 0 (0) 333 (4) 

健全、±業の寅化が見られる、+:著しい業の業化落葉(枯死)

( )内は樹数

zif庄一←
19961ド 1997年
37.7 19.8 
226 154 
39.9 20.4 
271 134 

制査項目

平均新梢長 (cm)
総新梢長 (cm) 

真砂土区平均華~r梢長 (cm)
定合、主rr梢長 (cm) 

先L述11支

水田

表2土性が鉢槌えのアサクラサンショウの枯死に及ぼす影響

水田

生育状態.

一+一+
一一
±
+

処理区

表l

真砂土区

j也|ご水位がアサクラサンショウの枯死に及ぼす影響(1996年)

11/11 

40%( 4) 

10 (1) 

50 (5) 

40 (4) 

10 (1) 

50 (5) 

9/30 

50% ( 5) 

o (0) 
50 (5) 

~O (4) 

10 (1) 

50 (5) 

査日(月/日)

m 
l∞%(10) 

o (0) 
o (0) 
ω ( 6) 

o (0) 
40 (4) 

( )内は樹数

表3

訪̂J
7ρ9 

l∞%(10) 
o (0) 
o (0) 

+ 

+ 
ω ( 6) 

20 (2) 

20 (2) 

健全、±・1定の質化が見られる、十:号室しい誌のすiイヒ落業(枯死)

7ρ 

lぽ1%(10)

o (0) 
o (0) 
80 (81 

20 (2) 

o (0) 

とと育状態市使H笠t(

← 

十

jh~地下水位

潟地下水位

地 F7J(f立がアサクラサンショ ウの枯死に及ぼす影響(1997年)表4
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0
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日。
一∞。。
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生育状態*

土
+

± 

+ 

+ 

+ 

土

+ 

土

+ 

I112地下水f立

llU血-f水{立

rl'地下水位

ltt地下水位

中j血干水i立

処理Illi
樹齢

ur，u 

? 

土

+ 
山地下水位

程度であったので， i'，~jJili下ノド位 |亙 で'(;土地 lご水位がうねの

谷付近まで上昇していたことになる 地下水位の変動を

みると，いずれの年も村正問と秋I:Hのl;if;Jく畳が多くなる時

期jにj也ード水位の上J;lがみられた.ただし，11~ も地下ぷ位

が高くなる時Jl)Jは，降水量に~:.~平Ji; され1997年では十fIJTI~共J1，

1999il ・ では秋雨期であった (1~17 ，8 )

枯死亡ト1の推移

2 il三 ~I ". (才j!fえイーJlt1年1:1)のJ:訪合， 1996年では7J.J 29 FI 

から !.~:jJili下水位|元一て'f，lj死がみられ始め，llJ J 111:1には50

%の樹が枯死した.低地1、水 I~: では，'~:)地下水位区よりも

( )内は樹数掌 :健全、:t:業の焚化が見られる、+.著しい主主の黄化溶液(枯死)

(2) 

.M，い場令，地下水位は低下するが，
約100cI11までしか測定できないため，

{立は測定不能で、あった

低地下水位|当 と高j也トー水位一 I~:の地下水位の弟をみると，

いずれの年も20-50cl11程度の差があった 披も地下水

位がiFijかったのは，19961，1ーでは高地下水Iii:灰で泌さ32

CI11， i止j也1、オく位|ヌーでI35さ82cI11て、あった 1997 iF'-は百九年

よりもさらにi也ドノ1(i立が，;-:)くなった11主知jがあり， r~:ij 1山一l、

;)(1立区でj奈さ23cI11，低l也F水位|三でI奈さ67cI11で、あった.

地|ご水位(まうねの上部からの深さであり， うねが30cI11

低地下水位ではi奈さ

それ以|ごの地下/J(
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遅い 9Ji 30日から枯死がみられ始め，最終的には高地下

水位区と同じ50%の樹が枯死した(表3).1997i:Jドでも地

下水位が低い区ほと"1L死樹の先生がi!!い傾向がみられ，

10月16日の調査でも地下水位が高い区ほど， +I!i死率が市j

く，高地下水位区ではすべての樹が枯死した(表4). 

3年生 (地え付けが1'.目)でも，各区の枯死率が低かっ

たものの， lif-日と同株の傾向がみられた.ただし，枯

死の発生したl時期は布地下水位区で、 7}-J 31日であり， 2 

年生の9月29日よりもかなり早かった(表4)

考察

針寸前えの精J:は水凹ニ1".fJ守二イ本のj湯合とよ4{沙二LfJf主体の
場合，ftIiえ十jけ1!of日では枯死咋に大きな差は無かった

が， 2年目になると水旧同でゆjらかに真ji少土[lより高く

なった. }本村1.え栽培て栴あるので，余剰水は鉢j底の穴から

排出されるので， +li日[¥が水に授かっているとは考えられ

ない.しかしながら，柏え付けi年Ijの秋に調査した七

段の宅約分布をみると，水1:1.1[2<の気相率は 16 ~ 7%であ

り 兵砂 l二|互の35~27%の約 1/2~1/4であったのに加え.

水 111 区の i夜1・目当主は真{沙ニ1".1ヌ: の1.8~2.l併となっていた

1'1(J.え付け 2{I:. 日になると ， 鉢内のtRの明加|や、水 H~ =L.:の

粒イ・が細かいことによる府こ!この締まりによって.;ru気，[~[:.が

i止下し，過jJ誌により水日:I[ヌ:で杭死が発+したと tft ~ミされ

る

_.))，事liM伸長に対する影響では，1年目の主litilj{rjJ長

には桁J二の組成の迷いによるIYjらかな差はなかった. 2 

年目になると ， 水 FFI 区が可;:J~J$Jî'm長や*Uî梢長で;'Yt li.少土

|亙を大きく上回った.これは施肥や水管理の条件は同じ

であったことから，水日U'.の保JJ巴力ヤ{呆水力の高さによ

ると考えられた.

今[111.鉢栽培での比較であったが，地捕え栽培におい

ても， 71く圧I!lii;換闘で1土七淡の気相事が低く. jill気性や透

水性が悪いために枯死しやすいと推察された. 実際，ア

サクラサンショウを水回転換国で他栽する事例が，本県

でもみられたが，大主!との樹が枯死した. 1人j臨も著書のrll

で，サンショウを櫛えるには水はけの良い傾斜地が:f1j1J);1.

であると指摘しており 3)，粘質な土擦が主体の水町転換

固でアサクラサンショウの栽培はかなり長Hしいと考えら

れる.

当センターの槌栽場所は真砂土が主体で通気性や透水

は比較的良<.なだらかな傾斜があるため，当初枯死し

にくいと忠われた。 しかしながら，実際，栽培してみる

と，かなりの制合でιHEした. 1996i:J二では50%の樹が植

え付け11:1四日で枯死し. 1997ifには1'iaえ付けl年目の樹が，
IW:J地下水位|孟で、すべて枯死した 低地下水位区でも枯死

率は45%であり，総めて高いといえる.このような状況

の中，枯死の発生!時二期をみると，地下水位の高い地点ほ

ど半く 7JJ下旬からみられた.梅雨期の降雨により地下

ぷ位がある程度上昇した後に枯死が発生し. 1996{f-は6

月下旬に地下水位が深さ38cm. 1997年には7月中旬に i~~

さ 34cm に J~. 釘ーしたー枯死の発生時期j は秋にもみられ，

1997年植えの2年生枯れま7月下旬に業の黄化がみられ始め

た後，枯死したのは9月下旬であった.この年， 9}-J 1.[:lT' 

4りにj也Tオく位:カf訪Eさ40cmに-'ι昇していた.
1997{fは樹齢に関わらず高地下水位l互の枯死半が，低

地下水位IZよりも高かったが 1996年の最終的な枯死率

はfiIIiJ也下水位区とも同程j主であった.このことは地下水

位の変動や高さが，アサクラサンショウの枯死に強〈関

連しているものの，地下水位以外の要[51もあることを示

IIfZしている，

ブJ'，fff1î1l~tの違いについてみると，最終的な枯死ネは

3i['-生(植え付け211二1::1)の方が2年生(梢え付けlイr-日)

よりも低かったが，れ!J死の発生する時期は7月下旬で， 2 

イド~Iミの9H29 LIよりも明らかに 11'1かったが， これは3-irLI:.
のブiが根城がihtいことによると考えられたが.イ長城につ

いて今回誹，Jj¥J'していないので， 詳細11は不明である.

以上のように，アサクラサンショウの;枯死は地下水f立

に大きく影響され函気'11の良い真砂土でも地下水位が

j奈さ30cmまで、一lょ昇するところでは若しい枯死をもたら

し，地卜水位がj奈さ68cmで、も枯死がみられた.内藤は

j也下水位90CJll以下であることが望ましいとしている引'

ことからも，サンショ ウ栽培には地下水位を1、げるため

の排水対策が必要であると考えられるとともに，比較的

地下水位が高いところでは 栽培自体，かなり縦しいと

忠われた 本県北部地域の中山間では地下水(立の高いと

ころが多いため，サンショウの栽暗に越したほ坊はほと

んど見当たらないのがき4:H~である.

サシショウの枯死原因として本実験の結よ~ーから ， 水|羽

土のような通気性の低さや高地下水位による問符が示唆

された. 一方，阿部ら(1975)はサンショウの立粘性の

病筈である疫病を発見しており，長雨により病気の発生

が助長されるとしている 今[n[，枯死樹に病理竿((1にイー

分な検討を行わなかったが 疫病にみられる地|深部~地

1 ~. 30CJllの部位に形成層 ~ 木部までの褐変部位は伴認で

きなかった. しかしながら 高地下水位や土成の通気性

の宝、さが，疫病の発生を助長している可能性も否定でき

ず，今後の病理学的な検討も必要で、あると考えられる.
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